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資料資料資料資料４４４４－－－－４４４４    取組事例取組事例取組事例取組事例    

    

 

 

１１１１．．．．本事業本事業本事業本事業のののの特徴特徴特徴特徴    

 本事業は、特定高齢者（栄養改善）に対し、地域包括支援センター等が一度断られたケース

に対し、地域に管理栄養士が出向き立ち寄り訪問を行うことで、通所型や訪問型栄養改善事業

につなげていくものである。また、高齢者がより参加しやすいように、特定高齢者（栄養改善）

の多い地域で通所型事業を実施する、地域型特定高齢者事業も並行し実施している。 

２２２２．．．．自治体自治体自治体自治体のののの概要概要概要概要    

伊勢原市の特徴（平成２０年９月１日現在） 

【人口】９７,６５７人  

【高齢化率】１８.２％ 

【その他】市内には３つの地域包括支援センターがあり、すべて社会福祉法人に委託している。 

 

３３３３．．．．事業事業事業事業のののの体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり    

【人的体制の整備】 

平成18年4月制度改正に伴い、介護予防部門に管理栄養士が1名異動により配置された。こ

れにより、高齢者に対する栄養改善事業の企画から実施、評価までの一連の流れを行えるよう

になった。また、非常勤管理栄養士・栄養士に対し、地域支援事業（栄養改善）に関する研修

会・打合せ会を随時開催し、事業従事できる人的体制を整えた。また、立ち寄り訪問を実施す

る際の管理栄養士の訪問時の流れ等を標準化し、同じ質で効率的・効果的に訪問を実施できる

よう努めた。 

 

【参加までの流れの整備】 

健診受診後に特定高齢者となると、担当地区の地域包括支援センターが電話や訪問等で「通

所型」または「訪問型」の栄養改善事業の紹介と、地域包括支援センターによる実態把握のた

めの訪問の了解を得ることになる。しかし、実際は地域包括支援センターが電話や訪問をした

段階で断られてしまっていることが多い。そのため一度断られた特定高齢者（栄養改善）に対

し、管理栄養士による立ち寄り訪問を実施している。経年の健診データから体重の推移をグラ

フにしたものや、リーフレットや健診結果表なども使いながら体重が減少していること等を説

明。訪問時は玄関先や庭先、場合によっては作業中の畑などでも声をかけ、体重減少したいき

さつなどの話を聞き、栄養相談につなげている。そういった関わりから訪問が継続し、通所型

教室への参加にもつながっている。また、継続には至らなくとも、立ち寄り訪問時のやりとり

の中で、低栄養改善のためのアドバイスが実施できている。 

 

４４４４．．．．実施状況実施状況実施状況実施状況    

 平成１８～１９年度伊勢原市における特定高齢者（栄養）として把握されてから事業参加に

つながった人数の流れは以下のとおりである。（平成20年10月15日現在） 

 

 

 

 

 

事例１【特定高齢者】：神奈川県伊勢原市 
訪問栄養活動を中心とした参加率向上のための取り組み 

 

特定高齢者 

（栄養改善）

394名 

内、管理栄養士による 

訪問実施 277名（対

象の約70％に実施） 

・訪問型での継続59名 

・通所型での継続36名 ⇒計95名 

（訪問実施者の約34％が特定高齢者施策

（栄養改善）への参加につながった） 
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【訪問型栄養改善事業について】 

管理栄養士が訪問し、体重測定や握力測定を中心に栄養アセスメントを実施。仲間づくりや

閉じこもり予防のためにも通所型事業を勧めたいところだが、遠くて通えない、通う自信がな

い等の理由の場合、対象者に合わせたスタイルで訪問型事業を行っている。 

 

【通所型栄養改善事業について】 

タイムリーに事業参加を勧められるように、教室開催を毎月にし、どの回からでも参加でき

るようにしている。また、事前アセスメントは、教室参加前に訪問により管理栄養士が実施す

るため、家庭内の状況・環境なども含めて詳細に聞き取り確認ができる。教室の内容について

は、調理実習に負担感を感じる方も多いので、実習だけではなく、会食形式で手作りのお弁当

を提供する回も設けた。また運動指導や口腔ケア、ゲームを行なうなど楽しい雰囲気作りを心

がけた。また、特定高齢者（栄養）の多い地域にある会場（団地集会所や公民館等）を利用し、

地域型特定高齢者事業を実施。調理が難しい会場ではオーブントースターや炊飯器などを使用

し、簡単にできるメニューを紹介している。訪問型の方や立ち寄り訪問実施者にPRし、通所

型での参加につなげるよう努めている。 

 

【平成18～19年事業終了者の動向】 
改善 悪化 死亡 その他 

６１人（80.3％） 7人（9.2％） ３人（3.9％） ５人（6.5％） 

                          「介護予防事業報告」に準じ、平成20年10月15日現在で区分 

 

事業修了者のうち、約８割が体重増加又は体重減少が落ち着き、「改善」となっている。「悪

化」により終了した者のうち４名が要支援・要介護になったが、事業参加だけでは改善が見込

めず、管理栄養士と地域包括支援センターと連携し、介護保険サービス利用申請・認定につな

げることができたケースであった。 

また改善で終了したケースであっても、通所型栄養改善事業への参加者には「同窓会」を季

節ごとに実施、再度体重を測定しモニタリングの場にしている。同窓会に参加したことで、一

度増えた体重の減少が判明し、再度特定高齢者として通所型栄養改善事業に参加したケースも

あった。 

 

【まとめ】 

以下の①～③にあたる行政栄養士が係わる高齢者に対する施策を、介護予防部門にいる常勤

の管理栄養士が担当することで、それぞれが連動・連携しながら、効率・効果的に実施ができ

る。また、個々のケースの栄養ケア・マネジメントを丁寧に行っていくことが、事業評価だけ

でなく地域の栄養診断にもつながり、行政管理栄養士のこれからの活動の基盤になっていくも

のと思われる。 

 

①  一般高齢者施策一般高齢者施策一般高齢者施策一般高齢者施策・・・普及啓発，ボランティア養成・育成 

②  特定高齢者施策特定高齢者施策特定高齢者施策特定高齢者施策・・・通所型，訪問型 

③  配食配食配食配食サービスサービスサービスサービス・・・・配食サービスの適正化のためのアセスメント 

モニタリング 
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１１１１．．．．本事業本事業本事業本事業のののの特徴特徴特徴特徴    

 通所型介護予防事業は、生活機能低下リスクの重複が高い特定高齢者に対して、栄養改善・

運動器の機能向上・口腔機能向上プログラムを同時に実施することで、効果的かつ効率的なプ

ログラムの提供を行っている。そのほかに閉じこもり・認知症・うつ予防・支援の複数の介護

予防プログラムもあわせて総合的に提供し、本事業は「ピンシャン！元気塾」と名づけ実施し

ている。小集団で楽しく取り組める内容に工夫し、利用者や介護予防サポーターらのコミュニ

ケーションが図れるよう、プログラム担当者や専門職等が連携して取り組んでいる。 

 

２２２２．．．．自治体自治体自治体自治体のののの概要概要概要概要    

前橋市の特徴（Ｈ20.9.30現在） 

【人口】323,073人 

【高齢化率】22％ 

３３３３．．．．事業事業事業事業のののの体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり 

プログラムの実施においては、初めての取り組みであることや他のプログラムとの連携等か

ら、本市担当係が中心となりプログラム内容を作成した。担当係には多職種（管理栄養士、保

健師、看護師、理学療法士、作業療法士、歯科衛生士）が配置されたため、連携が十分にとれ、

充実した事業内容を検討できた。また各関連団体（栄養士会、健康運動指導士会、歯科衛生士

会、社会福祉協議会）の協力を得て実施をしている。実施する会場は、高齢者が日頃から立ち

寄りやすい身近な各老人福祉センター、総合福祉会館等とし、プログラム終了後も自由に通え

るところを選定した。栄養改善プログラムの実施にあたっては、群馬県栄養士会に委託し、地

域活動管理栄養士の協力体制づくりを行った。 

 

４４４４．．．．実施状況実施状況実施状況実施状況    

生活機能評価の結果から、生活機能低下リスクの重複（該当プログラム数）が高い特定高齢

者候補者（1人当たり2-3）が選定された。 

 
 特定高齢者候補者数 該当プログラム数（延べ） 

Ｈ18年度 700 1,440 

Ｈ19年度 2,510 5,914 

 

本事業は、１コースとして毎週１回２時間を３ヵ月間に12回、市内７会場で開催している。

Ｈ18年度は30コース、Ｈ19・20年度はそれぞれ46コースを行った。 

本プログラムにおける介護予防のポイントとして「栄養・口腔・運動についてバランスよく

取り組むことが効果的であること」とし、 

それは日頃の生活を振り返り、 

→ 口腔：食べたい物がおいしく食べられる健康な口、肺炎などになりにくい清潔な口を保つ

→ 栄養：バランス良くおいしく食べることで疲れにくく丈夫な身体をつくる 

→ 運動：筋力や持久力をつけ、楽に動ける、痛みの出にくい身体をつくる  ものである。 

また「動動動動いていていていて    食食食食べてべてべてべて    磨磨磨磨いていていていて    元気元気元気元気！！！！」を合言葉に自分らしく、いきいきと自立した生活が

できるように、毎回のプログラムでは具体的・自主的に取り組める内容としている。 

栄養改善に該当する特定高齢者の特徴としては、以下のように、運動および口腔リスクとア

ルブミン値3.8g/dl以下の組み合わせが多く見られる。 

 

事例2【特定高齢者】：群馬県前橋市 
 栄養改善・運動器の機能向上・口腔機能向上等の総合的プログラム提供 
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●事例●  

女性 73歳 BMI22.1 体重42.7kg 腰痛 高血圧（未服薬） 農作業 

運動4/5 栄養0/2（アルブミン値3.3g/dl） 口腔1/3 うつ3/5 

 

★目標「元気に歩けるようになりたい」 ★栄養目標「肉を多く、漬物を減らす」 

 

★事前アセスメント：「膝や腰が痛くて動きたくない」、「ほとんど家の中であまり食べていないのに

体重が増えてしまう」と訴える。食事内容は、炭水化物のみの組み合わせ、漬物等簡単に食べられる物

が多く、エネルギーは摂れているが全体的なバランス不良が伺える。右頬の膨らましができない。 

 

★事後アセスメント：体重44ｋｇ、アルブミン値4.4ｇ/ｄｌ、服の脱ぎ着が楽になった。肉類を摂るよ

うになり漬物を減らして手作り野菜を積極的に食べている。風邪を引かなくなった。歯磨き回数も増え、

頬の膨らましができるようになる。プログラム修了後は自主グループによるコースにも楽しく参加して

いる。本人評価では、目標達成度はもう少し、栄養・運動・口腔プログラムは習慣化への意欲は評価さ

れたがどれも見守りが必要と今一歩、基本チェックリストは変化なし、QOLは２段階も改善され、総合

プログラムの相乗効果が伺える。 

 

プログラムで毎回実施するものは、①バイタルチェック（血圧、体重）、②オリジナル介護

予防ブックの活用、③宿題チェック、④ルーチンプログラム（ピンシャン元気体操、お口アッ

プ体操、バランスよく食べる歌）、⑤茶話会（水分補給、コミュニケーション作り）であるが、

これは毎回実施することにより介護予防の習慣化を促し、各専門職のフォローアップやQOL

評価に役立てるものである。 

 プログラムでの経過記録（個別）は、毎回プログラム担当者、専門職が各々に記入し、次回

の支援方法や評価につなげている。また、プログラム担当者は専門職による講話時のグループ

カウンセリング状況（行動変容）も記録して専門職へのフォローを行っている。 

 

５５５５．．．．事業事業事業事業のののの評価評価評価評価    

3か月後に事業報告書（事前・事後アセスメント結果・QOL評価・基本チェックリスト結果・

目標達成度）と最終評価（専門職評価・総合評価）を地域包括支援センターに報告する。評価

は生活機能低下リスクだけの評価でなく、表情や意欲なども含めた内容を総合的に評価してい

る。またプラン作成者と随時連絡を取り合うなどして進めている。 

前橋市では、平成21年度からの第4期（H21～H23）介護保険料が引き下げられる予定で

あるが、これは介護予防への取り組みの成果ではないかと考え、その検証を含めて今後事業評

価を進めていきたい。 

 

６６６６．．．．事業事業事業事業がががが可能可能可能可能となっているとなっているとなっているとなっている要因要因要因要因    

利用者のアンケート調査結果で「プログラム修了後も継続したい」と希望が多いことから、

利用者に介護予防を取り組む自主グループづくりを呼びかけたところ、以前民生委員や自治会

役員をしていた方の声掛けもあり、自主グループが立ち上がった。また介護予防サポーター研

修を受講し、地域で活動したいサポーターとも連携してグループが立ち上がった。プログラム

修了者には、介護予防習慣化等の継続と元気確認のために、グループ集会等に参加できるよう

に支援している。 

 

 

 

 

 

 

自主グループ 
支援 
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７７７７．．．．今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

地域支援事業創設から3年間で、通所型介護予防事業をはじめ、自主グループの立ち上げ支

援、地域介護予防活動支援として介護予防サポーター養成とその活動支援、出前講座、訪問相

談等あらゆるところで介護予防の重要性、食べることの大切さを広めてきた。しかし、Ｈ20

年度前橋市高齢者福祉・介護保険に関する調査において、介護予防の認知度や取り組みが低か

ったことから、今後もますます、地域高齢者に関わる、地域包括支援センター、介護予防サポ

ーター、民生委員等と連携して介護予防の地域づくりを推進していくこととしている。 
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１１１１．．．．本事業本事業本事業本事業のののの特徴特徴特徴特徴    

本市における介護予防特定高齢者施策「栄養改善プログラム」は、通所型介護予防事業「栄

養満点教室」（以下、通所型）及び訪問型介護予防事業（以下、訪問型）を実施し、いずれも

京都府栄養士会栄養ケアステーション（以下、栄養ケアステーション）と連携体制をとってい

る。「栄養満点教室」の実施に当たっては、栄養ケアステーションのスタッフにより小集団の

良さを生かしたメニューを用意し、参加者の意識・行動の変容を図っている。地域性を考慮し、

地域包括支援センター圏域ごとで、同教室を実施するなど参加しやすい体制づくりを工夫し、

訪問型においても地域包括支援センターと連携、いずれも介護予防ケアプランに基づき個別支

援プログラムを立案し、実施を行っている。 

 

２２２２．．．．自治体自治体自治体自治体のののの概要概要概要概要    

宇治市の特徴（平成１９年１０月１日現在） 

【人口】193,217人        【高齢化率】18.86％ 

介護保険法の改正による圏域設定は6圏域（6地域包括支援センターうち2圏域にブランチ有り） 

３３３３．．．．事業事業事業事業のののの体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり    

栄養改善プログラムの実施にあたっては、実施スタッフの要となる管理栄養士の確保が重要

であるが、本事業の体制づくりとして、人材の揃っている京都府栄養士会にご協力を依頼し、

栄養ケアステーションから本格的にスタッフの紹介をいただき、企画から実施、評価まで本市

担当課と協働して実施する体制とした。 

具体的には、通所型「栄養満点教室」に関しては、開始前に栄養ケアステーションと担当課

の関連スタッフによる企画調整会議を開催し、栄養改善プログラムにおける個別支援計画・個

別アセスメント・評価指標の標準化、教室のメニュー全般の検討、指導媒体作成を行った。教

室開始前に個別支援計画等を作成し、教室実施中に出てきた課題は、スタッフが連携しつつ、

改善できるよう調整した。教室終了後には、評価会議を行った。栄養ケアステーションには、

介護予防事業について（訪問型を含め）栄養専門職の観点から参画していただいている。 

 

４４４４．．．．実施状況実施状況実施状況実施状況（（（（平成平成平成平成19191919年度年度年度年度））））    

実施状況：実施延べ回数 36回、参加実人数 62人、参加延べ人数 198人 

スタッフ：管理栄養士2名 保健師等1名 

 
表「栄養満点教室」の実施内容 

事前アセスメント 食生活・生活状況、主観的健康感・基本チェックリスト 

第1回目 講話「バランス食」 個別アセスメント・個別指導 

第2回目 講話「間食等の上手な取り方」 カードバイキング「今晩食べたい献立」 

第3回目 講話「減塩の工夫」 試食 副食献立3種類 

第4回目 講話「栄養満点教室のまとめ」 修了証書の授与 

事後アセスメント 個別支援計画の目標達成状況、参加後の意識・行動変容等 

毎回実施 

① 個別支援計画に基づき、毎回個別指導実施 

② 体重測定・バイタルチェック 

③ 自己目標の設定、食や生活の振り返り表の記入 

④ 参加者交流 グループワーク「前回の自己目標への自己評価と次回の自己目

標」  

事例3【特定高齢者】：京都府宇治市 
京都府栄養士会栄養ケアステーションと協働した栄養改善プログラムの取り組み 
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1) 栄養に関する認識が向上する

2) 栄養ﾊﾞﾗﾝｽ良い食事が出来る

3) 塩分を控えた食事が出来る

4) 適切な量の食事が出来る

5) １日３回食事が出来る

人数

初回 最終回

５５５５．．．．予防給付予防給付予防給付予防給付・・・・他他他他のののの地域支援事業等地域支援事業等地域支援事業等地域支援事業等とのとのとのとの連携連携連携連携 

地域において、通所型「栄養満点教室」の実施を積極的に行うことで、他の特定高齢者施策

の参加者への栄養改善プログラム紹介を行い、地域包括支援センターのアセスメント、介護予

防ケアプランに基づき参加に繋げている。また、利用者の終了後のフォローの場として、介護

予防一般高齢者施策 介護予防普及啓発事業の紹介を行っている。 

 

６６６６．．．．事業事業事業事業のののの評価方法評価方法評価方法評価方法    

個別評価として、体重の変化、短期目標の達成度、主観的健康感、基本チェックリスト、バ

イタル等の評価の集積と、事業全体の評価として、参加者数、評価指標のあり方、処遇・関連

機関との連携のあり方等を検討している。 

 
【個別評価の例】 

 ●短期目標の達成度の変化（人数） 
短期目標の達成度を５段階評価し、最終回と初回評価点数の差を表す 

５５５５：達成  ４４４４：ほぼ達成  ３３３３：半分出来ている  ２２２２：時々（少し）出来るときがある  １１１１：出来ていない 
短期目標の内容 ５→５ ＋４ ＋３ ＋２ ＋１ ±０ －１ －２ 不明 

１）栄養に関する認識が向上する 4 0 1 2 20 12 1 0 1 

２）栄養ﾊﾞﾗﾝｽ良い食事が出来る 2 0 0 2 18 18 0 0 1 

３）塩分を控えた食事が出来る 1 0 0 1 19 17 1 0 1 

４）適切な量の食事が出来る 2 0 0 2 23 11 2 0 1 

５）１日３回食事が出来る 26 0 0 1 7 6 0 0 1 

 

●短期目標の達成度「２」、「１」と回答した数の変化（人数） 
「２．時々（少し）出来るときがある」、「１．出来ていない」と回答した数は減少した 

 

７７７７．．．．事業事業事業事業がががが可能可能可能可能となっているとなっているとなっているとなっている要因要因要因要因    

京都府栄養士会栄養ケアステーションからの技術協力が得られている点に関して、本市は京

都市に隣接し、京都府栄養士会にも近く、栄養ケアステーションとの物理的な距離が保ちやす

いこと、栄養ケアステーションのスタッフが出務しやすい地理的条件であることも技術協力が

得られている要因となっている。栄養ケアステーションのサイドからも、スキルアップと力量

の標準化を図り、人材育成に繋がるものであるとご意見を頂いている。 

 

８８８８．．．．課題課題課題課題    

「栄養改善プログラム」の効果の考え方をどこに置くか、食に関連するストレートな効果は数

値で表すことが難しいが、数値化の工夫をはかるとともに、利用者の生活活動の変化や表情の

変化など、プログラムに参加したこと自体が生活習慣を変えていく点に着目した評価指標も、

今後栄養ケアステーションスタッフとともに検討していきたい。 
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１１１１．．．．本事業本事業本事業本事業のののの特徴特徴特徴特徴        

健康づくり部局の管理栄養士と秦野市食生活改善団体（以下、「食改」）が、秦野市健康増

進計画「健康はだの２１」の推進として展開してきた「食を通じた健康づくり活動」を介護予

防事業へと発展させて、特定高齢者施策と一般高齢者施策を幅広く展開している。 

 

２２２２．．．．自治体自治体自治体自治体のののの概要概要概要概要    

秦野市の特徴（平成20年９月末日現在） 

【人口】161,466人                 【高齢化率】19.0％ 

 

３３３３．．．．事業事業事業事業のののの体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり    

秦野市では、地域支援事業創設以前から健康づくり部局の管理栄養士が食改の協力を得て、

高齢者向けの料理セミナーや食のボランティアを育成しており、高齢者を対象に食を提供する

活動が既に展開されていた。地域支援事業創設後は高齢福祉部局で介護予防事業を実施するこ

ととなり、平成20年4月現在では、高齢福祉部局に非常勤の管理栄養士1名と臨時職員の管理

栄養士が３人配置されている。介護予防における栄養改善事業については、特定高齢者施策と

一般高齢者施策の全てを新規事業として立ち上げるには限界があったので、これまで健康づく

り部局で管理栄養士が食改と一緒に築いてきた活動をさらに発展させる形で実施することと

した。 
特定高齢者施策 一般高齢者施策 

（通所型介護予防事業） 

� 栄養改善栄養改善栄養改善栄養改善プログラムプログラムプログラムプログラム「「「「食食食食でででで免疫免疫免疫免疫

力力力力アップアップアップアップ!!!!」（」（」（」（食改食改食改食改へへへへ委託委託委託委託））））年年年年

12121212 回回回回 

� 介護予防プログラム「いきいき

介護予防教室」における栄養改

善教室 

� 認知症予防教室での調理実習等

支援 

（訪問型介護予防事業） 

� 管理栄養士による訪問支援 

（介護予防普及啓発事業） 

� 地域からの依頼による栄養講話 

� 食のお役立ち情報誌の作成 

� 高齢者高齢者高齢者高齢者のやさしいのやさしいのやさしいのやさしい料理料理料理料理セミナーセミナーセミナーセミナー（（（（食改食改食改食改へへへへ委託委託委託委託））））年年年年 70707070 回開催回開催回開催回開催 

（地域介護予防活動支援事業） 

� 地域団体の食事づくり活動支援（各団体へ訪問し、助言） 

� ボランティアボランティアボランティアボランティアさんのおさんのおさんのおさんのお勧勧勧勧めめめめレシピレシピレシピレシピ集作成集作成集作成集作成 

� 食食食食ののののコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ育成事業育成事業育成事業育成事業（（（（食改食改食改食改へへへへ委託委託委託委託）））） 

� やさしいやさしいやさしいやさしい料理料理料理料理セミナーセミナーセミナーセミナーののののテキストテキストテキストテキスト作成作成作成作成（（（（食改食改食改食改へへへへ委託委託委託委託）））） 

※太字太字太字太字の事業は、食改への委託・協力にて実施している。 

４４４４．．．．実施状況実施状況実施状況実施状況    

食改食改食改食改のののの協力協力協力協力をををを得得得得てててて実施実施実施実施しているしているしているしている事業事業事業事業のののの実施状況実施状況実施状況実施状況    

１１１１    「「「「食食食食でででで免疫力免疫力免疫力免疫力アップアップアップアップ！」！」！」！」教室教室教室教室のののの実施実施実施実施    

もともと体重が少なく、病気によりさらに体重が減少した高齢者や、ガン等の術後に食事量

が減り、体重が減少した高齢者、さらには、低栄養状態にある高齢者の家族も受け入れ、同じ

悩みを持つ者同士がそれぞれの思いを共有し、情報交換や会食、体操などを実施している。 

 
「食で免疫力アップ！」の主なプログラム内容 

① 講話：旬の食材の特徴、食中毒の予防、栄養補助食品、口の健康、冷え予防、貧血予防  

② 体操：気功、健口体操、頭の体操  ③ 情報交換  ④ 会食 

 

「食で免疫力アップ！」教室では、管理栄養士や保健師の個別対応に重点を置きながらも、

お互いの共通の悩みを共感し合い、体調の改善に向けての工夫点など、病院では聞きにくい細

事例４【特定高齢者・一般高齢者】：神奈川県秦野市 
地域（ボランティア、地域人材）と連携した栄養改善プログラムの取り組み 
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かいことなども気軽に情報交換ができる場を設けている。また、毎回の昼食を、食改とそのＯ

Ｂの協力を得て提供しているが、毎回、旬の食材を使い、食べやすい大きさや硬さ、季節の花

を添えるなどの盛り付けの工夫、さらにはテーブルフラワーなど、ボランティアの温かい心遣

いがされている。 

 

２２２２    「「「「高齢者高齢者高齢者高齢者のやさしいのやさしいのやさしいのやさしい料理料理料理料理セミナーセミナーセミナーセミナー」」」」のののの実施実施実施実施およびおよびおよびおよびテキストテキストテキストテキスト作成作成作成作成    

高齢者が身近な地域で、慣れ親しんだ人と一緒に、楽しい雰囲気のなかで、簡単なメニュー

の調理や会食ができるよう、食改に「高齢者のやさしい料理セミナー」を委託し、各地区で年

70回以上実施している。また、食改は50年弱の活動を通じてたくさんのメニューを作り出して

おり、その中から高齢者に適したメニューを選び出し、栄養価計算を行い、さらに、簡単に調理

できるメニューを追加して、テキストを作成した。 

 

３３３３    「「「「ボランティアボランティアボランティアボランティアさんのおさんのおさんのおさんのお勧勧勧勧めめめめレシレシレシレシピピピピ集集集集」」」」のののの作成作成作成作成    

地域で展開されている食事づくりでは、旬の素材の活用や、低価格・短時間で作るなどの工夫

がされている。しかし、献立作成に苦労している様子から、食のボランティア活動に活用できる

よう、日々の活動で作成したメニューを集めて、「ボランティアさんのお勧めレシピ集」を作成

した。このレシピ集にも食改が作り出してきたメニューがたくさん含まれており、食改の活動が

地域に広がっていることが伺える。 

 

４４４４    「「「「食食食食ののののコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ育成事業育成事業育成事業育成事業」」」」    

地域で高齢者への食事づくりのボランティア活動をしている方の育成を目的とし、食改に事

業の運営を委託している。ボランティア活動に役立つ情報提供や食に関する知識・技術の伝達、

参加者同士の交流を深めることで、食をとおした地域活動をさらに広げ、ネットワークの構築

を目指している。 

 
「食のコミュニティ育成事業」の主な内容 

食品衛生について、高齢者の栄養の特徴とボランティア活動、献立立案のための栄養講座、集団調

理における衛生管理、栄養価計算と高齢者の献立立案、高齢者の栄養と口腔機能、高齢者に役立つ

簡単な食事や地域情報、咀嚼しにくい高齢者や嚥下しにくい高齢者のための食事と調理方法、楽し

い食卓のアレンジ等 

 

以上の活動に全て食改が関わっていることで、事業の単独実施にとどまらず事業同士の連携

が自然に図れている。また、食改は、地域の自治会（地区社協）の活動の中でも役割を持って

いることから、食以外の活動とのつながりを持っており、介護予防のなかで重要な役割を担っ

ている。    

６６６６．．．．事業事業事業事業のののの評価方法評価方法評価方法評価方法    

特定高齢者施策として実施している「食で免疫力アップ！」では、常に8割以上の出席率を

維持しており、参加者の約7割が教室参加することで「体調が良くなった」、9割近くが「気

持ちが明るくなった」と答えている。体重が増えた方が約半数おり、その他にも食べる食材が

増えた方や外出頻度が増えた方など、個々の状況は改善している。また、運動、口腔機能改善、

認知症予防等のメニューを盛り込みながらの教室運営となるため、栄養面での改善だけでな

く、うつ状態が改善した方や認知症の予防につながった方もいた。 

 

７７７７．．．．事業事業事業事業がががが可能可能可能可能となっているとなっているとなっているとなっている要因要因要因要因    

ヘルスプロモーションの理念に基づき、「高齢者が健全な食生活を送る」という共通の目的

をこれまで地域で活動してきた方たちと共有し、地域の食のニーズについて一緒に考え、高齢

者の栄養改善に重要なことは何かを確認することで、地域で活躍している人材をつなぎ、必要

に応じて新たに育成したこと。また、行政、民間、ボランティア、高齢者自身がそれぞれの立
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場でできることを実践につなげたこと。 

 

８８８８．．．．課題課題課題課題    

一般高齢者施策の効果（地域全体の食の評価）をどう行うかが課題と感じている。また、独

居高齢者・高齢者世帯・日中独居の高齢者が急増していることから、「食」の確保（介護予防

と関連大）が大きな課題となっている。今後は介護保険の認定者も含めて高齢者の「食」の確

保につながる施策の検討が重要だと実感している。 
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１１１１．．．．本事業本事業本事業本事業のののの特徴特徴特徴特徴    

本事業は、高齢者が食生活への関心を持ち、できることから改善していくよう支援するも

ので、介護予防一般高齢者施策として実施している。介護予防普及啓発事業として、市内の

各地域で進めるために、地域支援事業創設以前よりあった栄養改善教室に参加した高齢者の

中から、自然にまとめ役となった者を「高齢者リーダー」として活用するとともに、その「高

齢者リーダー支援者」として地域ボランティアの食生活改善推進員（以下、食改）を位置づ

けた。実際の事業では、まず地区「高齢者リーダー」を育成し、次いで栄養改善教室の実施、

次年度の事業継続へと計画的に実施するよう組み立てている。 

 

２２２２．．．．自治体自治体自治体自治体のののの概要概要概要概要    

土佐清水市の特徴（平成２０年９月30日現在） 

【人口】17,155人  

【高齢化率】36.9％ 

３３３３．．．．事業事業事業事業のののの体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり    

【地区「高齢者リーダー」、「高齢者リーダー支援者」の設置】 

栄養改善教室の開催中に、参加者のなかでまとめ役となれる人材に対してリーダーの依頼

をした。本市は高齢化率が36.9％と高く、高齢者が高齢者を支えていくことが不可欠である

と考え、高齢者自身が「高齢者リーダー」になることとし、そのリーダーを支える役「高齢

者リーダー支援者」を食改が受け持つかたちとしている。高齢者の中からリーダーが出来る

ことで、栄養改善教室の参加者が増加した。また平成19年度は「高齢者リーダー支援者」（食

改）がいない地区での食改育成を目的とした食改養成講座も開催した。 

 

【リーダー育成研修】         

「高齢者リーダー」及び「高齢者リーダー支援者」を対象として、年2回の研修を実施し、

意欲の向上につなげている。 

 

４４４４．．．．実施状況実施状況実施状況実施状況    

栄養改善教室は、高齢者の運動教室を毎月実施している地区の中から、活発に活動してい

る地区を選び、栄養改善教室を実施した。さらに平成18年度からは、栄養改善教室以外の栄

養講話等の出前講座を介護予防普及啓発事業として、市内35地区の中から13モデル地区を

選び、高齢者が集まる場所において実施した。本事業では高齢者とともに、保育所や地域の

子どもたちとの“食”を通じた交流を中心に栄養改善や介護予防を進めてきた。平成１9年度

は、栄養改善教室の実施が6地区に拡大し、新規12地区において介護予防普及啓発事業を展

開した。前年までに栄養改善教室を実施した地区においては「高齢者リーダー」及び「高齢

者リーダー支援者」を通じて簡単レシピを配布するなどの事業継続を行った。 

 

栄養改善教室 
その他の 

介護予防普及啓発事業 
事業継続の状況      

区分 

年度 地区数 参加人数 地区数 参加人数 地区数 参加人数 

平成17年度 1 16 － － － － 

平成18年度 4 68 13 164 － － 

平成19年度 6 76 12 173 5 470 

 

事例5【一般高齢者】：高知県土佐清水市 
高齢者リーダーと地域ボランティアを活用した栄養改善プログラムの取り組み 
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表 栄養改善教室の概要 

・食品摂取多様性アンケート 

・栄養改善の流れの説明 

・身長・体重測定 

食品摂取多様性評価票１０品目（魚・肉・卵・乳製品・大豆

製品・野菜海藻類・芋類・果物・油）について①毎日②２日

に１回③１週間に２～３回④ほとんど食べないの中で近い

ものに○をしてもらう 

１
回
目 

・食品チェックシートの説明 ﾁｪｯｸｼｰﾄは、目標を立てて10日間10品目の食品ﾁｪｯｸする 

・食品摂取多様性アンケート結果 「そのまんま料理ｶｰﾄﾞ」を使いバランスのよい献立をたてる

ｹﾞｰﾑ 

・食事に関して目標をたてる 

２
回
目 

・食事すごろくゲーム 

サイコロを投げ、出た目の数により、食事に関する質問や、

ｸｲｽﾞ、料理カード獲得の権利などが得られる 

・簡単レシピ説明・試食 

・目分量・手分量の理解と活用 
３
回
目 ・チェックシート・回収・配布 

簡単レシピは地区の食改に委託し、高齢者が家で簡単にでき

る献立の提供。｢分量あてゲーム｣により、普段気にしていな

い食材の重量や天ぷら、１人分の粉の量などを意識させる 

・口腔体操 
４
回
目 

・チェックシート・回収・配布 

口腔体操の必要性。口腔体操をビデオをみながら実施。保育

園児が録音した「むすんでひらいて」を聞きながら口腔運動

している 

・食品摂取多様性アンケート ２回目のアンケート実施 

・チェックシート・回収・配布 ５
回
目 ・ゲーム（食育かるた） 

A４サイズの「食育カルタ」を作成。食事や健康に関する文

で構成されている。昔遊びで懐かしいカルタは高齢者に喜ば

れる 

・食品摂取多様性アンケート結果 ２回目のアンケート結果は初回と比較して結果を返却 

・簡単レシピ説明・試食 ６
回
目 ・・・・すきやきゲーム    

３～４組に分かれ、胴元（栄養士）とじゃんけんし、勝った

らすきやきの材料を取る権利を得られる。材料７つを早くそ

ろえた組が勝ち 

 

 

５５５５．．．．    事業事業事業事業のののの評価方法評価方法評価方法評価方法    

1) 高齢者健診マニュアル「身体機能計測項目」 握力・立ち上がり・開眼片足立ち 

2) 食品チェックシート記入及びＢＭＩ計測による評価 

3) 食生活アンケート「食品摂取多様性評価票」の活用 

4) 食生活に関する生活目標を本人と協議・設定し、その達成度を評価 

 食生活アンケート「食品摂取多様性評価票」の結果では、ほとんどの人が食べることを前

向きに考え、参加者の約4割において、たんぱく質の摂取頻度が増加した。改善割合は、魚介

類＋36.8％、肉類＋57.9％、卵＋26.3％、大豆製品＋42.1％であった。 

 

６６６６．．．．事業事業事業事業がががが可能可能可能可能となっているとなっているとなっているとなっている要因要因要因要因    

高齢者が集まる場所（既設）の機会を活用したことで、食生活に無関心であった高齢者に

関わることができた。誰もが楽しく参加できるよう教室の内容（簡単レシピの試食作り・い

きいきサロン、食べ物ゲームなど）を工夫した。また食改養成講座を実施したことで、食改

（「高齢者リーダー支援者」）のいない地区がなくなった。その結果、「高齢者リーダー」

との協働で栄養改善教室、その他の介護予防普及啓発事業がスムーズに展開することができ

た。 
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７７７７．．．．課題課題課題課題    

高齢者は、体調その他の条件により身心が不安定になりがちなことから、リーダーという

責任を有する立場につくことを嫌がる傾向がある。また一方で、リーダーとなって、他地区

のリーダーとの話し合い等からさまざまな問題点に気づき、活動がより活発化することもあ

る。リーダーの負担感を軽減するとともに、達成感を持たせ、意欲的に取り組むように支援

していくことが必要である。また、高齢者の集まる機会の少ない地区における事業の実施や

事業が継続している地区での評価方法等が課題となっている。 

 

 


